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一、はじめに
　
平清盛の次男で、重盛の弟に当たる武士に平基盛という人物がいる。保元の乱や平治の乱では、清盛の息として活
躍したのだが、応保二年（一一六二）に早世する。二十四歳であった。そのため、後述するように、 『平家物語』では、弟に当たる宗盛が次男と記述され、基盛の存在は消えていってしまう。もしも もう少し長く生きながらえることができたら、 『平家物語』の主要な登場人物になっていただろうし、治承・寿永の内乱の動向に大きな影響を与えた、平家一門の内部に深く存在した亀裂も、違ったものであっ かもしれない。　
そうした短い生涯だった彼についての記述は、 然のことながら、軍記物語の諸作品にあってもほとんどない。唯
一の例外が、 『保元物語』 おける、宇野七郎親治捕縛の功績を描 場面であろう この事件は『兵範記』にも見えることから
（
1）史実であったと思われ、関わる人物などの基本的な内容は、 『保元物語』諸本においても異同はな
七〇
い。しかし両者を比較検討してみると、 『保元物語』のそれは、 『兵範記』の書き残した事実の細部を書き換えることによって、物語のテーマに関わる重要な意味を含んだ記事に換骨奪胎されていることに気づく。　
また、 『保元物語』の諸本間での記事の異同を見ていくと、後出本では、基盛の描かれ方に新たないくつかの要素
が加えられていることに気づく。さらに、その変遷の背後には、 『保元物語』だけではなく、 『平治物語』の記述にまで及んだ『愚管抄』の影響が、作品を超え ほの見えてくる。　
本稿では、基盛の造型を通して、そうした〈史料〉から〈物語〉へ、また、さらに 〈古態本〉から〈後出本〉へ
という変遷を追い、その背後に見えてくる歴史的な背景や、そ 中で軍 作品として成立し った『保元物語』という物語の本質の一端に迫ることを目指すものである。
二、平基盛の母
　
基盛の記事を取り上げる前に ずその母につい 触れておきたい。
　
平清盛の妻というと、彼の死後に後家として一門を率いた末に、壇 浦で孫に当たる安徳天皇を片手で抱き 三種
の神器の一つの宝剣を腰にさして海に沈んだ二位尼平時子 有名であるが、清盛は 時子と結婚する前に高階基章の女との間に子をなしていることが知られている。その子が、平重盛と今回取り上げ 平基盛である。　
この高階基章は、 『公卿補任』などの記載には「右近将監」と見える。堀河天皇の時には六位の蔵人として勤務し
たことが分かっているが、 『本朝世記』 記録によれば、康治二年（一一四三）には 右近将監 息の為泰に譲っているので、結局、五位以上 貴族にはなれずに終わったことにな 。　
この時期、忠盛ら伊勢平氏は、鳥羽院政のもとで勢力を伸ばしていた。そんな平家の嫡男である清盛と、この基章
の女の結婚は一見釣り合わないように見え から、これまでも様々な推測がなされてきた。中でも 髙橋昌明氏は、実はこの重盛らの母が 基章の妻（名は况） 摂関家の実権を握っていた藤原忠実の間に生まれた不義の子であ
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ったとし、そのことで、清盛・基章女の格差婚を説明しようとした
（
2）。これが事実であるとすると、重盛と基盛は
忠実の孫に当たることになり、当事者や周囲の人々がそれを認識 ていたとするならば、その忠実が、嫡男の忠通と対立するこ となった保元の乱において、清盛父子が後白河天皇・忠通側の武士として活躍したことについては、新たな視点からの考察が必要になるであろうし、その保元の乱を描いた『保元物語』の表現にも注意が必要になるのであるが、この説については元木泰雄氏 よる反論
（
3）をはじめとして、疑問であるとする見方が多く
（
4）、定説になっ
ているわけではない。　
ただし、重盛たちの母が忠実の娘であったことを否定する考察においても、高階基章やその一族が摂関家に家人と
して仕えてい り、さらにはその一族から忠実の乳母を出すなど、官人として勤務する一方で摂関家とも繫がり あって、それが清盛と基章女の婚姻の背景にある政治的事情ではないかとする見方は一致している。鳥羽院との強いつながりによっ 台頭していった平氏であっ が、他方 摂関家との関係強化も重要だったのだろう。 『愚管抄』に記された慈円の、 「アナタコナタ」しているという清盛評が思い起こされるところであるが、一方、基盛の兄 重盛小松家と呼ばれた家族 、公卿の藤原成親の一家と婚姻による関係強化をはかったこ によ て、微妙な立場に立たされていっ ことも思い起こされる。　
筆者はかつて、初期軍記に描かれた武士たちの動向を見極める一つの視点としての、婚姻による勢力拡大の実情の
重要性を指摘したことがあるが
（
5）、都での平氏一族の権力獲得に道程においても、同様の視点を持つべきかもしれ
ない。基章の母は、基盛以後子どもを産んだ形跡がない で 間も無く死去したか 推測されてい 、こうしたことを考えてくると、清盛が堂上平氏の時子と結婚したことによってさら 出世していったかげで 遠ざけられていった可能性もあるように思わ る。　
いずれにしろ、この清盛と高階基章女の結婚の経緯は、保元 乱、平治 乱の背後にある複雑な人間関係の一こま
となる可能性 感じさせ ものであ
七二
三、平基盛について
　
以上のように、基盛の母についての論考は多い。もちろん、それは清盛その人についてを考える上で重要だからだ
ろう。　
それに比べると、基盛自身についての論考は少ないが、日下力氏に詳細な論考があり、史実での基盛について、さ
らには、 『保元物語』 、 『平治物語』 、 『平家物語』での描かれ方について広く論じられている
（
6）。
　
まず、史実での基盛について見ておきたい。日下氏は、久寿二年（一一五五）の『兵範記』の、基盛が鳥羽院判官
代に任官した記事に彼の年齢が「年十七」とあることに着目し、その生年を保延五年（一一三九）とする。史料に見えるその後の基盛の経歴は以下の通りである。久寿二年（一一五五）
　
四月に右衛門尉／十一月に左右衞門尉／十二月に検非違使を兼務
保元元年（一一五六）
　
七月に宇野親治捕縛／九月に蔵人、従五位下
保元三年（一一五八）
　
八月に大和守／十二月に淡路守
平治元年（一一五九）
　
十二月に左衛門佐か？（ 『源平盛衰記』に記載。信用できるか）
永暦元年（一一六〇）
　
一月に遠江守／十二月に越前守
応保二年（一一六二）
　
一月に内蔵頭／三月に死去（遺児は行 と女子）
　
日下氏は、この死去直前の内蔵頭就任に特に着目し、平氏一族は代々この職を経て公卿昇進を果たしていたので、
基盛もそれに連なるコースを歩んでいたはずだとされる。平氏公達として、他の兄弟と比べても遜色のない扱いだったのである。
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ただし、すでに述べたように、こうした彼の生涯の出来事の中で詳しく記述されているのは、保元の乱での宇野親
治の捕縛という活躍だけである。 『平治物語』では、論功行賞の記事の中に名が挙がるだけである。 『平家物語』では一部諸本で、行盛の父として名が挙がるだけだが、 『源平盛衰記』においては、平治の乱の勲功 左衛門佐になったこと、関白の御随身と彼の郎等との間に乱闘があったこと、壇の浦合戦で、行盛が『法華経』 提婆品を読み終わったあとで見事に討ち死にしたの が、それは、父基盛 悪左府頼長の怨霊 せ で宇治川で溺死し、後日妻の夢に現れて提婆品の読誦や書写を頼んだためだ、などの話 記される。　
日下氏は、清盛の子息たちに関する史料での表現について、基盛という名が記載されているかどうか、または、誰
が「次男」と表記されているかに着目、基盛の存在が次第に削除され、時子腹 三男宗盛が次第 「次男」と表記されていくようになる傾向を指摘し、そ 理由を、基盛が平氏の栄花 開花する前に死去したことと、平氏内部で「執拗に展開された嫡流の争い」があった点 ある する。さらに 軍記作品に関して、 「次 基 」と表記する『保元物語』と古態本『平治物語』に対して、一貫して「次男宗 」とする『平家物語』との距離を論じ また 後出の金刀比羅本 あっては基盛の名前を削除 た『平治物語』の 『保元物語』に比べた きの『平家物語』と 近さを指摘するのである。
四、 『保元物語』における基盛の描かれ方
　
さて、繰り返しになるが、こうした基盛に関して、まとまった記事を持つのは『保元物語』諸本である。
　『保元物語』の諸本に関しては様々な見方があり、未だ結論を見ているとは言えないと思われるが、一応、永積安明の諸本分類が研究者の間での共通認識となっていると考えてよ だろう。本稿でも、それ 従って、一類本（文保・半井本系統） 、二類本（鎌倉 ） 、三類本（京都大学附属図書館本系統） 、四類本（金刀比羅本系統）と、八類本
（流布本系統）の諸本を対象として検討していく。この中にあっては、四類本がもっとも洗練の進んだ本文であると
七四
され、 『平家物語』の諸本系統に当てはめるならば覚一本に相当するとされている。　
これらの諸本すべてにあるのが、後白河天皇側と崇徳院側の対立が决定的になり、双方が軍備を固めていたころ、
後白河院方で、外から入京して崇徳院方に加わる武士を阻止するために、数カ所の関所に武士を派遣して固めさせた時に、宇治路を担当したのが基盛で、そこで行き合った宇野七郎親治を捕縛 いう手柄を挙げた場面である。　
第一類の半井本は、以下の通りの記述を持つ。岩波書店新大系本では「官軍方々手分ケノ事并ビニ親治等生ケ捕ラ
ルル事」という章段名がついている箇所 ある。以下、傍線は筆者による。
　
去ル二日、一院崩御シ御座テ後ヨリ、謀反ノ輩、京中ニ入集リ、武士共、道モサリアヘズ狼藉也ト内裏ニキコ
シメサレテ、先、関久ヲ可
覗堅トテ、同五日、検非違使共ヲ召テ被
巴仰付
馬
宇治路ヲバ安芸判官基盛、淀路ヲバ周
防ノ判官季実、粟田口ヲバ隠岐判官惟繁、九
久
目路ヲバ平判官実俊、大江山ヲバ源判官資経、角ク承ル。 「所
久
ノ関
久
ヲ堅ク守テ、兵具ヲ帯セン輩ヲバ召取テ、内裏ヘ進スベシ」ト、少納言入道信西ヲ以テ被
巴仰下
馬
各、庭
上ニ跪テ、承リテ、罷出ヅ。又、今夜、関白殿下、大宮大納言伊通卿以下公卿参内シテ、種久ノ儀定アリケリ。謀反ノ輩有ト聞エケ バ 皆召取テ、流罪セラルベキ由、被
巴宣下
蚤ケリ。其上、春宮太夫宗能卿、鳥羽殿ニ候ケ
ルヲ、被
覗召ケレバ、風気トテ不
覗被
巴参内
馬
　
同六日、安芸判官平基盛、百騎バカリノ勢ニテ、宇治路ヲ堅メニ行向ケルニ、法性寺ノ辺ニテ、大和国ノ方ヨ
リ、ヒタ甲十四五騎、腹巻ニ矢負ヒタルカチ武者十四五騎、相具シテ、都合卅余人ニ逢タリケル。
　
この大和の国の方からやってきたのが宇野七郎親治であった。崇徳院 もと 参上すると言う親治を、組み合った
すえに生け捕りにするのであるが、討ち取らずに捕縛したことを、半井本の作者は、基盛が「若ケレ共、賢クヤヲワシマス」ゆえの判断だったと評価している。基盛はこのとき十九歳であった。確かに、血気にはやる若武者というイメージではない。物語では、この と、基盛の兄の重盛が初陣であったことが語られ ので、基盛にしても一人で関
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を固めにおもむくのは初めてだったと考えてよいだろうから、半井本の作者の評価も妥当なものかもしれない。　
このシーンが、これ以外の諸本でどのように変化していくのか見ていこう。まず、二類本とされている鎌倉本で
は、次の通りである。
　
去二日より入集兵共、道も去放す狼藉なる由聞えける間、先京中の騒動を静めんが為に、五日少納言入道信西
宣旨を承て検非違使等を召て関々を堅むべき由仰下す。宇治路は安芸判官、淀路は周防判官季実、粟田口は隠岐判官維繁、久々目路は平判官実俊、大江山は新藤判官資経とぞ聞えし。各々関々を警固にて、若仙洞に参ずる輩あらば速に召進ずべき也。召に応ぜずば、追討すべき由を仰含らる。今夕関白殿并大宮大納言伊通卿参内して儀定あり。春宮大夫宗能卿、鳥羽殿に参 召に遣と雖参られず。　
六日官人等余勢を卒して五の道へ行向。其中に安芸判官基盛、三百余騎の勢にて宇治橋守護の為に大和大路を
南に向てぞ歩ける。爰に法性寺の一橋の辺にぞ大和国の方よりと覚しくて皆甲の兵卅余騎が程さつと行合たり。基盛三百余騎を一面にたてゝ少進て最中に扣たり。基盛其日 一斤染の絹に白襖の狩衣に黒糸威の鎧を着たり。黒き馬に黒鞍置てぞ乗たりける。弓取直し歩せ進て申けるは、誰人のいづくより何方へ御参候哉。近日一院崩御の後謀反の聞え有 、軍兵其数入洛して京中騒動する間、関々を固むべき由仰下され候間、宇治橋守護 為に宣旨を蒙て罷向候。御使何れの家のな がしと思はれ候。桓武天皇十四代の後胤、平将軍貞盛が八代の末葉 刑部卿忠盛が孫、安芸守清盛が次男、安芸判官基盛申は己が事候。子細を承て通し奉べき由を申。其時上落
（ママ）
する処の
兵の中に主人と覚敷者、眼差頰神実にくげなるが、馬居ことがらあま
（？）
るへけなる男進出たり。かちんか目結か遠
目にはさだかに見え分ず。 ばみたる直垂に小桜を黄に返 たり
（ママ）
鎧をぞ着たりける。黒づはのそやに節巻の弓の
拳太なるを持儘に黄河原毛なる馬に乗たり。弓取直し進出 申けるは、宣旨の御使に御更名并先祖の御氏具承候畢。又罷上候は何の家のなにがしとか思は 候。清和天皇十代 後胤摂津守頼光が弟 大和守頼親が後胤、中務丞頼治が孫、下野守親弘 嫡子宇野七郎親治とは己が事にて候 となの
七六
　
鎌倉本では、このあと、親治が心の中で、後白河天皇のもとに参上すると言ってごまかしてここを通過するか、正
直に言って一戦交えるか迷う描写が続く。結局、武士としての名誉を重んじた親治がありのままに述べて戦闘になり、そうしている間に一千騎に膨らんだ基盛の軍勢に生け捕られる。その際の基盛の判断を「若大将軍成けれども、能こそ下知したりけれ」と評価するところは、半井本と同様である。しかし、鎌倉本で捕虜を連れて天皇の御前に参上する基盛が「ゆゝしく」見えたこと、この功績で基盛に五位正下が与えられたことが付け加えられるところは半井本にはない記述である。　
三類本の京図本は、鎌倉本と基本的に同様の展開である。基盛の当初の軍勢を三百騎とする点も、装束を「一斤染
のきぬに白紺の狩衣 黒糸威の鎧に黒馬に黒鞍をきてぞ乗たりける」するのも同様である。基盛と親治の名乗りが、それぞれ桓武天皇と清和天皇から始まるところも同じであり、親治が逡巡している間に基盛に加勢の兵が集まって一千余騎になったというのも同じ展開であ 。　
ただし、基盛の親治を生け捕るという判断を誉める言葉はない。また、半井本と鎌倉本に見える、親治の運命を
「王事モロキ事無ケレバ」 （半井本）と評する作者の言葉が、基盛の「王事もろき事なし。一人もあますな、みな討とれや」という檄に変わ ている点と、生け捕 た親治を連行して参上する場面で、基盛を「ゆゝしく」見えたとする鎌倉本に対して、基盛の「けしき」が「あたりをはらひてぞ見えける」とな 正五位 叙されたことを「時 取てめんぼくとぞ見えし」とする点が異なる。　
四類本の金刀比羅本系統の本は、どれも、ほぼ京図本と同じであ 。基盛が三百騎で親治と相対したこと、装束を
「しらあをのかりぎぬに黒糸威の鎧きて、くろ馬に黒鞍をきてぞのつたりける」とするところも異同がない。ただし、基盛が親治を生け捕りに た後 記述は次の通りで り、鎌倉本 近い点（傍直線）と京都本に近い点（傍波線）があり、四類本の、二類本、三類本との関係が複雑なことを示している。
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……親治をはじめとして、以下の郎等ども、王事もろき事なければにや、十二人おめ〳〵といけどりにせられけるこそむざんなれ。基盛よき敵からめとりて、いさみのいろをなし、くれにおよびて将まいる。其気色誠にゆゝしくぞみえける。十二人のものども則左右のぢんをわたして叡覧あり、しさゐをたづねとはれてのち、みな禁獄せられにけり。主上ことに叡感あつて、夜にい 頭中將公親におほせて、臨時の除目行はる。基盛五位の正下に叙せら 。聞書には、親治以下 朝 追罰の賞とぞかかれたる。時にとりて厳重のめんぼくとぞみえし。
　
先述したように、 『保元物語』の諸本分類に関しては、今なお様々な問題が残るのであるが、その一つに、二類本
と三類本の位置づけをめぐる問題がある。ここにあげた四本の異同を見ただけでも、そのことが浮び上ってくるだろう。しかしながら、この部分に関しては、やはり、半井本と、他の三本との違いの方がより際立っていると言えそうである。　
さらに、 『保元物語』研究では言及されることの多い流布本系統も見ておく。流布本は、冒頭で他本には無い儒教
的な王道論を展開するという特徴 持つのだが、それ以外はどちらか いうと、古態本である半井本に近い本文を持ち、 『平家物語』の流布本 覚一本に近いのに対する 『保元物語』の諸本流動の特徴 一つだとされている。ただし、この記事に関しては、例えば、基盛 装束を「白襖の狩衣に、浅黄糸 鎧に、上折したる烏帽子の上に、白星の冑をき、切符の矢に二所藤の弓もち、黒馬に黒鞍おきてぞ乗たりける」 （鎧に関する記述はない）とし、また、基盛と親治の名乗りをそれぞれ桓武天皇 清和天皇から始めるなど 記述もある。また、 「王事もろ 事なき
謂いはれ
にや」を
作者の評語として記すところも、京図 以外の諸本と同様である 、年を十七歳と明記 ところ、基盛が戦いの後ですぐに「朱に成て」参内したが、すぐに宇治にとって返したと 親治らを連行して面目を立てるところもない。半井本以外 諸本 同様 除目の記事はある の 正四位下とするところも異なる。　
以上のような、基盛関連記事における諸本間の主な異同をまとめると次のようになる。
七八
①基盛と親治の名乗り　　
半
「安芸守清盛ノ次男、安芸判官平基盛」と「摂津守頼光ガ弟、大和守頼親ガ後胤、中務丞頼治孫、下総権守治弘ガ子ニ宇野ノ七郎親治」
　　
鎌・京・金・流
「桓武天皇十四代の後胤、平将軍将門が八代の末葉、刑部卿忠盛が孫 安芸 清盛が次男、安芸判官基盛申は己が事候」と「清和天皇十代の後胤摂津守頼光が弟、大和守頼親が後胤、中務丞頼治が孫、下野守親弘が嫡子宇野 とは己が事にて候」 （鎌倉本）
　
ただし、鎌倉本は、 「桓武天皇十四代の後胤、平将軍貞盛が八代の末葉」とし、京図本は「桓武天皇十三代の後
胤、刑部卿忠盛が孫、……」 、流布本は「桓武天皇十代の後胤、刑部卿忠盛が孫、……」とあって、それぞれ異なる。基盛は、正確には桓武天皇から十三代であり、その点は京図本が正確だということになる。親治が、清和天皇から十代というのは、諸本共通である。②基盛の装束描写　　
半

なし
　　
鎌・京・金・流
「しらあをのかりぎぬに黒糸威の鎧きて、くろ馬に黒鞍をきてのつたりける」 （金刀本）
③「王事もろき事なければにや」 （金刀本）の位置　　
半・鎌・金・流

作者の評語
　　
京

基盛のせりふ
④恩賞による除目
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七九
　　
半

なし
　　
鎌・京・金

正五位下
　　
流

正下四位
　
このほかにも、細部についての異同は多く、 『保元物語』の諸本の流動の複雑な様相を示している。今回は、基盛
の人物造型に関わる違いに絞ったが、例えば、この章段の冒頭で、基盛の他に各地の関に派遣される人名も、異本によって様々である
（
7）。基盛が親治を捕縛したというのは、 『兵範記』にも見えるので史実であったと判断できる。後
述するように、物語作者はこのできごとから、五人の若武者が、都に入る関を固め、崇徳院方 加わる勢力の入京を拒むという、緊迫した状況を創作したのだろう。そのため、基盛以外の四人の名前が様々になっていると考えてよい。
五、 『兵範記』記事と『保元物語』
　
こうした『保元物語』諸本間の異同について考察する前に、この基盛の武功譚の語る内容と史実との関係を見てお
こう。　
この話は、次の 兵範記』の七月六日条の記事に記されたできごとを基にしていると考えられている。
　
六日乙巳
　
左衛門尉平基盛、於
巴東山法住寺辺
芭
追
巴捕源親治男
芭
件男頼治孫、親弘男也、大和国有
覗勢者窃住
覗京、為
覗被
覗尋
巴由緒
蚤也、左府雖
覗籠
巴居宇県
芭
召
巴件親治
蚤被
覗住
覗京、尤有
覗疑云々、
　
しかし、一読して分かるよ に、この記事が伝える内容は、大和国の有力武士である宇野親治がひそかに都に潜伏
していたのを、平基盛が東山法住寺の付近で逮捕し、事情聴取したこと、頼長が宇治にいながらこの親治を都に住ま
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わせていた疑いがあるらしい、ということである。　
また、前日の七月五日条には、左衛門尉基盛、右衛門尉惟繁、源義康らの検非違使が天皇の命を受けて、京中の武
士を「停止」させたこと、下野守義朝、義康などが禁中を守護し、出雲守光保、和泉守盛兼をはじめとする源氏と平氏の武士が鳥羽殿に伺候したことが記されているが、物語のようにそれぞれの道や関を固めたというこ は見えない。　『保元物語』においては、 『兵範記』の記す東山の「法住寺」が、宇治への道筋に当る「法性寺」になっていることがわかり、それに伴っ 基盛の任務が関を固めることに変わり、さらには、宇治以外の関に四人の若い検非違使が派遣されて、都を守護したという内容に変化しているのでは いかと考えられる。　野中哲照氏は、この『兵範記』から『保元物語』への改変について、 『保元物語』においては、 「固
こ
関げん
」という語が
本来持つ、都の「内なる賊 外へ逃亡するのを防ぐ」という意味とは逆の使い方がなさ ていることを指摘しつつ、「実際には七月の時点では、洛中にも宇野親治ら不満分子が横行しているような状態であったのに、 『保元』の表現世界においては、平安京が独立的で静穏な空間であっ かのように虚構して る」と述べ、そうした記述を支えている著述意図には「鳥羽院旧臣が〝安泰であ た京が争乱 舞台になるこ を怖れる〟 いう指向と 南都から親治らが攻め寄せ基盛が防ぐ（ を守護する）という構図設定の指向 が通底している される
（
8）。
　『兵範記』の記事には基盛が宇治路に向かったとは書かれていない。 『保元物語』の作者が、実際には東山の法住寺のあたりでの出来事を、宇治への途上で 出来事 し 創作したのは、親治が大和国の住人 ったこと 『兵範記』でも関連が言及されている頼長がこのとき宇治にい こととの関わりだと考えられる。法性寺になったのは、またま一文字違い この寺の位置が宇治路 ふさぐという、物語の内容 合致したからではないだろうか そしてそれをさらに五箇所の関を固めるという内容に膨らませたこ で、 「家々ニハ 門戸ヲ不
覗開シテ所々ニハ、馬車ノサ
ワガシク、高モ賤モ、資材雑具ヲ東西南北ヘハコビカクス」 （半井本）とこの直前に語られた 当時の都の人々の戦いを前にした緊張感が強調されるのである。　
さらに、ここには、都を守る後白河天皇方と、それを犯そうとする崇徳院と頼長という構図の完成を見ることがで
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きるように思う。都を遷す、守るというのが、天皇にのみゆるされる専権事項であるという認識は、福原遷都という清盛の失敗の例を出すまでもないだろう。このとき、鳥羽にいた崇徳院と宇治にいた頼長は「都の人」であり、しかも『兵範記』が記すように、都の中にも力が及んでいたにも関わらず、物語の中では都や都人に対して反逆する人とされてしまったのではないだろうか。　『兵範記』が書き記した出来事を有機的に使って、戦いに向かう都の緊迫した状況を作り上げた、 『保元物語』の作者の筆の力だと思え ある。
六、諸本間の異同の背景・その一
　
まず、左記のまとめで①とした名乗りの問題を考えてみたい。
　
保元の乱は、周知の通り、天皇家、摂関家の後継問題に端を発し、複雑な人間関係が絡み合うようにして起きた争
乱である。後に、当事者の一人、藤原忠通の息慈円が『愚管抄』で、この出来事を「武者ノ世」の始まりだと述べているとおり、そうした争いを、実質的には武士 武力 借りることによって解決した も言える事件であった。従って、この乱の構図を、平氏対源氏の対立と見ることはできない。しかし 将門 乱以降、両者が常にライバルとして鎬を削ってきた は確かである。保元 乱に関わった義朝や清盛にもそ た意識があったと見るのが妥当であろう。 『保元物語』においても 為朝が 清盛 対して、源氏と平氏が共に朝廷に仕えてきた とを語りつつも、清和源氏の祖が清和天皇の孫であることを、桓武平氏の祖が桓武天皇の曾孫にあたることと比べて、源氏の優位を語るシーンがある。この名乗り 加筆は そうした構図をここ も持ち込んだものと考えてよ　『保元物語』が成立し、様々な異本として展開していった時期の人々にとって、源氏と平氏が常に相対するものという認識は、平治の乱や治承・寿永の内乱において強化 た記憶、もしく 当時の社会にお ても存在 続けた社会の枠組みだった だろう。
八二
七、諸本間の異同の背景・その二
　
次に、②とした基盛の装束の問題を考えてみたい。半井本ではなかった、基盛の装束描写が加えられたことについ
てである。さらに、その描写が、以降の諸本共通に「黒糸威しの鎧」 「黒馬」 「黒鞍」という黒のイメージを伴っていることにも考察を広げたい。　
軍記物語において、武士の装束描写がその人物の地位や状況を示す材料として、多くの場合に、一定のパターンに
則って語られることはよく知られている。例えば、 『平家物語』での大将軍は、 「赤地の錦の直垂に、唐綾をどしの鎧着て、鍬形うったる甲の緒しめ いかものづくりのおほ太刀はき、石うちの矢の、其日のいくさに射て少々残ったるをかしらだかに負ひなし、しげどうの弓持って、聞ゆる木曾の鬼葦毛といふ馬の、きはめてふとうたくましいに、黄覆輪の鞍置いてぞの りける」 （木曾義仲・巻九「木曾最期」 ）や、 「赤地 錦 直垂に萌黄威の鎧着 、連銭葦毛なる馬に黄覆輪の鞍置い 乗り給へり」 （平維盛・巻五「冨士川 といった具合である。　『保元物語』においても、基盛の兄の重盛は、 「赤地の錦の直垂に、逆面高の鎧、てうの丸のすそ金物しげううったるが、白覆輪なるに、白星の甲、紅の母衣まっそうに吹かせて 鴾毛なる馬に沃懸地に金覆輪 鞍にぞ乗たりける」
（金刀比羅本・巻中「白河殿へ義朝夜討ちに寄せらるる事」 ）といったはなやかさである。ちなみに半井本では、重盛の装束の描写 どは く、台詞もなく 簡単な登場シーンで終わる。　
この、黒ずくめの基盛の描写に関して、京図本の頭注においては、 『平治物語』では清盛と義朝が黒装束で黒鞍を
置いた黒馬に乗っていることが紹介されている。さらに、四類本のうち 一本の宝徳本を底本としている、小学館新編日本古典文学全集『将門記・陸奥話記・保元物語・平治物語』の 当該箇所の頭注では、こうした黒ずくめ 基盛の装束描写が「精兵」であることを示す表現であ としてい 。　『平治物語』での、清盛と義朝の描写は、以下の通りである。
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【清盛】「飾磨の褐の直垂に、黒糸綴の鎧、塗り篦に黒保呂はぎたる矢の、十八さしたるを負まゝに、塗籠藤の弓をぞ持たりける。黒漆の太刀に、熊の皮のつらぬきをぞはいたりける。黒馬の七寸ばかりなる太逞に、黒鞍をきてぞのりたりける」

（学習院大学図書館蔵本・中巻「六波羅合戦の事」 ）
「かちんのひたゝれに黒糸おどしの鎧に、黒漆の太刀はき、くろづはの矢をゝい、ぬりごめどうのゆみもつて、黒の馬に黒くらをかせてのり給へり」

（金刀比羅本・巻中「六波羅合戦の事」 ）
【義朝】「赤地の錦の直垂に、黒糸縅の
介よろひ
に、鍬形打ッたる五枚甲をきたりける。年三十七、その気色、人にかはりて、
あはれ大将軍やとぞ見えし。黒馬に黒鞍をきて、日花門にぞひきたちたる」
（陽明文庫蔵本・上巻「信頼方勢ぞろへの事」 ）
「練色の魚綾のひたゝれに、楯無とて黒糸威の鎧に、獅子丸のすそ金物をぞ打た ける。鍬形打たる甲の緒をしめ、
忿いかものづくり
物作
の太刀を帯、黒づはの矢屓
おい
、節巻の弓持ちて、黒鴾毛なる馬に黒鞍置て、日花門に引立つ」

（金刀比羅本・巻上「源氏勢揃への事」 ）
※義朝の装束に関しては、学習院大学図書館蔵本の記述は、金刀比羅本と同じである。　
岩波新大系本（上巻が陽明文庫本、中・下巻が学習院大学図書館蔵本）の脚注でも指摘されているが、この清盛の
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黒ずくめの装束に関しては、 『愚管抄』も「清盛ハヒタ黒ニサウザキテ、カチノ直垂ニ黒革オドシノ鎧ニヌリノヽ矢オイテ、黒キ馬ニ乗テ御所ノ中門ノ廊ニ引ヨセテ、大鍬形ノ甲取テ着テ緒シメ打出ケレバ」としていて、この記事と関係があることが想像される。新大系の脚注ではこれをうけて「当日の清盛の勇姿は有名であったのだろう」とされている。　
慈円は久寿二年（一一五五）の生まれで平治の乱当時は五歳であるから、彼がこの清盛の「ヒタ黒」の姿を書きと
どめているということは、確かに当時の人々の印象に強く残って、語り継がれていたからなのだろう。そして、両者の語句の一致は、 『平治物語』の作者が『愚管抄』 記事を参照したことも示し るのではないかと思わせる。　
ただし、 『平治物語』の作者が、こうした清盛の造型を、ただ『愚管抄』の表現を取り込むことで作り上げている
だけではなく、物語世界に有機的に取り入れ、作品の主題とも関わらせているのではないかと思われる点があるれは、こうした義朝、清盛の装束描写の直前 配置された 信頼と藤原成親の描写 対比させていると読み取ることができるからである。信頼と成親は、それぞれ次のように描写される。陽明文庫本で見てみよう。
【信頼】「赤地の錦の直垂に、紫裾濃の鎧に、鍬形うちたる白星の甲の緒をしめ、金作りの太刀をはき、紫宸殿の額の間の長押に尻をかけてぞゐたりける。年廿七、大の男の見目よきが、装束は美麗なり、その心はしらねども、あはれ大将やとぞ見えたり」【成親】「紺地の錦の直垂に、萌黄匂 介に、鴛鴦の丸を裾金物にうちたりけり。白葦毛なる馬に 白覆輪 鞍をきて、信頼卿の馬の南に同かしらに引立たり。成親、年廿四、容儀・事柄、人にすぐれてぞ見えける」
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この直後に、先述した義朝と清盛の装束の描写が連なるのである。金刀比羅本でもほぼ同様なのだが、陽明文庫本
で注意を引く、信頼と成親の描写において強調される「白」という表現はない。しかし、金刀比羅本においても、この布陣の様子を読み進めたときに、信頼と成親という貴族の武装と、義朝と清盛という武士の装束の対比は、強く読者の脳裡に刻まれるものであり、それが、武士の猛々しさ、質素でありながら剛勇である彼らのイメージを植え付けるものとなっているのは 見逃せない。金刀比羅本での義朝の直垂が、陽明文庫本では「赤地の錦」だった を、「練色の魚綾」と薄黄色の綾模様に変えていると考えられることとも関わるのではないだろうか。院の近臣たちの争いが出発点でありながら、結局 清盛の武力で収拾され、三年前の保元 乱に続 て、これ以降の武士の世の幕開けとなった平治の乱という戦いの隠喩になって るとさえ読めてくる。　
さて、話を基盛に戻したい。基盛に関して、鎌倉本以降の諸本が黒ずくめの装束描写を付け加えたのはなぜであろ
うか。 『平治物語』 、父清盛のイメージを受け継いだのだろうか。　
ここで、思い起こされるのが、先述した、基盛の兄で、清盛の嫡男重盛の装束である。そこでも、 「赤地 錦の直
垂」だけでなく、 「白覆輪なるに、白星 甲」と「白」が強調されている である。 『平治物語』における、信頼・成親と義朝・清盛の装束の対比を参考 するならば、ここ も、基盛の黒を基調とす 描写を、重盛のそれと対比して考えるのも、的外れとは言えないの は いだろうか。　
この武士兄弟の対比をどのように考えたらいいのだろうか。
　「白」と「黒」の対比というと、例えば御伽草子の「鴉鷺合戦物語」などが思い浮かぶ。これなどは、白と黒のうちのどちらが主であるとか、どちらが正義であるなどと决め付けることはできそうにないが、神を味方につけた
「白」の鷺に敗れるのは、 「黒」い鴉である。　
また、 『源平盛衰記』巻三六で、一の谷合戦の際、鵯越への道案内を探してくるように義経に命じられた弁慶が
「装束ニハ褐衣ノ直垂ニ、黒革威ノ鎧ニ、同毛甲ニ三尺五寸ノ黒漆ノ太刀帯テ、黒羽ノ征矢負テ、塗籠ノ弓ニ、好長刀取具テ、馬ヨリ下、軍将ノ前ニアリ。元来色黒、長高法師也。身ノ色ヨリ上ノ装束マデ、牛驚ク程ニ有ケレバ、焼
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野ノ鴉ニ似タリケリ」と描写されるのも興味深い。命じた義経は、 『義経記』における、弁慶との天神での対決シーンで、 「白き直垂」 「胸板白くしたる腹巻」と白いイメージで語られているからである。　
やはり、 「黒」には、 「白」で象徴される人やものに対して、 「従」であったり「陰」であったりというイメージが
あるのではないだろうか。そうしたことが、清盛の次男として、将来は平氏の重鎮となることを嘱望されながら早世し、記録や物語の中では、次男の立場さえ宗盛に取ってかわられて、その存在を消されていってしまった基盛を象徴する色だったのかもしれないと考えるのである。
八、まとめにかえて
　
本稿の出発点は、四類本の『保元物語』を読んでいてふと感じた違和感である。いまだ父の官職名をつけて 安芸
判官」とされる若武者が、なぜ黒ずくめの装束で出てくるのだろうか。しかも、平家の公達である。　
そこから考察を重ねていき、軍記物語の作られ方の一端と、他の作品や時代の状況を背景とする流動のしかたの一
端を見ることができたと感じてい 。 『兵範記』や『愚管抄』に書き どめられた、おそらくは事実 あったであろうできごとを、物語の中に、意味を変え、さらに新たな役割を与えつつ取り込んでいく手法があったのだ。そして、それは、めまぐるしい変革期の社会情勢の変化を受ける形で流動していったのだと思う。　
基盛が、おそらくは潜伏していた宇野親治を東山で捕縛したとする『兵範記』の記事を、宇治からの関近くで敵の
侵入を阻んで都の平穏 守ったとする『保元物語』 記述 変じた手法は、事実を曲げたとせざるをえないだろう。しかし、そこに 保元の乱 う戦いをどのように描こうとす のか いう 『保元物語』 作者に って 真実があったのだと思 。また、その基盛 、若さに似合わないと 言える装束に 彼のこ 後間もな 早世と う史実が影を落としていたと思われ 。　
軍記物語は、あくまでも物語である。しか 、そこに描かれた、そうした真実の持つ力があったからこそ 長く読
『保元物語』の流動（清水）

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み継がれてきたのだろう。※引用本文は、次の通りである。なお、私意により翻刻し、また表記をあらため、濁点を施した箇所がある。
半井本『保元物語』
　
岩波書店・新日本古典文学大系『保元物語・平治物語・承久記』
鎌倉本『保元物語』
　
伝承文学資料集第八輯
京都大学附属図書館蔵『保元物語』
　
和泉書院・和泉古典文庫
1
金刀比羅宮蔵『保元物語』
　
岩波書店・日本古典文学大系『保元物語・平治物語』
宝徳本『保元物語』
　
小学館・新日本古典文学全集『将門記・陸奥話記・保元物語・平治物語』
九条家本『平治物語』
　
日本古典文学影印叢刊『保元物語・平治物語』
陽明文庫本『平治物語』
　
岩波書店・新日本古典文学大系『保元物語・平治物語・承久記』及び、小学館・新編日本古典文学全
集『将門記・陸奥話記・保元物語・平治物語』
金刀比羅宮蔵『平治物語』
　
岩波書店・新日本古典文学大系『保元物語・平治物語・承久記』
『源平盛衰記』
　
三弥井書店・中世の文学『源平盛衰記・六』
『義経記』
　
小学館・新編日本古典文学全集『義経記』
『兵範記』
　
臨川書店・増補史料大成
『愚管抄』
　
岩波書店・日本古典文学 系『愚管抄』
注
（
1）　
後述の保元元年七月六日条
（
2）　『清盛以前―伊勢平氏の興隆―増補・改訂版』 （平凡社ライブラリー、二〇一一年）
（
3）　『藤原忠実』 （吉川弘文館人物叢書、二〇〇〇年）など。
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（
4）　
これについては、樋口健太郎「高階基章女―長男重盛の母―」 （服藤早苗編『 「平家物語」の時代を生きた女性たち』 （小径
社・小径叢書、二〇一三年） ）などもある。
（
5）　
拙稿「初期軍記における結婚―〈中央〉と〈地方〉を考える視座として―」 （平成
22年度～平成
24年度科学研究費補助金基
盤研究（
C
）
22520197
研究成果報告書『軍記文学に於ける〈中央〉と〈地方〉に関する多角的研究』 、二〇一四年）
（
6）　「 「平家物語」の一問題―清盛の次男基盛の消去をめぐって、 「保元」 「平治」との間を探りつつ―」 （早稲田大学国文学会
『国文学研究』七三、一九八一年三月）
（
7）　
各関に配された人物は次の通りであ 。
宇治路
淀路
粟田口
久々目路
大江山
山崎
半井本
平基盛
源季実
平惟繁
平実俊
源資経
鎌倉本
平基盛
源季実
平惟繁
平実俊
源資経
京図本
平基盛
源季実
平惟俊
平実友
源助経
金刀本
平基盛
源季実
宗判官資行
平実俊
源資経
平惟繁
（
8）　「 『保元物語』における〈保元以前〉と〈現在〉―鳥羽院旧臣にみる重層構造の根底認識―」 （早稲田大学国文学会『国文学研究』一一五、一九九五年三月、後、 『保元物語の成立』 （汲古書院、二〇一六） ）
